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平
成
二
十
八
年
七
月
二
十

日
、
夏
真
っ
盛
り
の
中
、
地

域
住
民
と
の
親
睦
を
深
め
、

駐
屯
地
に
対
す
る
理
解
と
信

頼
関
係
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
隊
員
・
家
族
と
の
融

和
・
団
結
の
促
進
を
図
る
目

的
で
「
古
河
駐
屯
地
納
涼
大

会
」
が
実
施
さ
れ
た
。

今
大
会
は
、
古
河
駐
屯
地

と
古
河
駐
屯
地
後
援
会
の
共

催
、
隊
友
会
古
河
支
部
・
古

河
自
衛
隊
協
力
会
の
協
賛
に

よ
り
行
わ
れ
た
。

納
涼
大
会
に
は
、
議
員
等

や
古
河
自
衛
隊
協
力
会
・
古

河
駐
屯
地
後
援
会
・
駐
屯
地

各
Ｏ
Ｂ
会
等
の
招
待
者
及
び

地
域
住
民
等
の
一
般
来
場
者

を
含
め
た
、
約
一
万
三
千
人

の
来
場
者
で
盛
大
に
行
わ
れ

た
。イ

ベ
ン
ト
で
は
、
子
供
達

を
対
象
と
し
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
会
を
皮
切
り
に
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
や
和
太
鼓
演
奏
、
タ

ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
ス
コ
ッ

プ
三
味
線
が
行
わ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。
セ
レ
モ
ニ

後
に
行
わ
れ
た
盆
踊
り
で

は
、
隊
員
・
地
域
住
民
等
が

輪
に
な
っ
て
踊
り
、
会
場
が

ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

ま
た
、
曹
友
会
が
行
っ
た

ち
び
っ
こ
広
場
の
射
的
や
輪

投
げ
、
公
募
に
よ
る
売
店
等

は
、
絶
え
ず
来
場
者
で
賑
わ

い
、
長
い
行
列
が
出
来
る
ほ

ど
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

夜
も
更
け
、
盛
り
上
が
り

も
最
高
潮
に
な
っ
た
時
、
打

ち
上
げ
花
火
約
二
百
発
と
仕

掛
け
花
火
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
が

駐
屯
地
の
夜
空
を
彩
る
と
、

来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
あ
が
り
、
今
大
会
も

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

全体写真

花火 タヒチアンダンスちびっこ広場（曹友会（射的）） スコップ三味線

ー



十
月
五
日
か
ら
六
日
の
間
、

関
東
補
給
処
古
河
支
処
は
、
補

給
統
制
本
部
が
計
画
す
る
補
給

等
業
務
訓
練
に
参
加
し
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
築
城
資
材
（
戦

車
用
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
）
等

の
コ
ン
テ
ナ
へ
の
積
載
・
梱
包

要
領
を
演
練
・
検
証
し
た
。

本
訓
練
は
、
西
方
の
実
動
演

習
「
鎮
西
二
十
八
」
に
連
接
し
、

方
面
隊
を
跨
い
で
実
施
す
る
も

の
で
あ
り
、
築
城
資
材
等
を
積

載
し
た
コ
ン
テ
ナ
は
、
民
間
船

舶
に
よ
り
沖
縄
本
島
に
輸
送
・

集
積
さ
れ
る
。

六
日
に
は
、
関
東
補
給
処
長

（
金
丸
陸
将
）
、
補
給
統
制
本

部
副
本
部
長
（
熊
本
陸
将
補
）

及
び
第
一
施
設
団
長
兼
古
河
駐

屯
地
司
令
（
平
栗
陸
将
補
）
が

視
察
し
、
古
河
支
処
に
お
け
る

兵
站
支
援
の
一
端
を
確
認
し
た
。

積載状況

（２） 平成２８年１０月１２日

支処 山田２尉
１２月２７日付

ダンプ 三ツ木准尉
１月３０日付

祝賀会食 集合写真 修了式隊旗返納

七
月
二
十
七
日
か
ら

九
月
二
日
ま
で
の
間
、

中
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
一
環
と
し

て
実
施
す
る
、
職
場
体

験
学
習
の
支
援
を
十
六

校
五
十
二
名
に
対
し

た
。

生
徒
達
は
、
駐
屯
地

の
中
に
入
る
の
が
初
め

て
と
い
う
事
も
あ
り
、

不
安
な
気
持
ち
と
緊
張

感
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
様
子
だ
っ
た
が
、
駐

屯
地
施
設
見
学
や
自
衛

隊
に
関
す
る
説
明
・
広

報
ビ
デ
オ
視
聴
等
の
科

目
が
進
み
、
担
当
し
た

隊
員
達
と
接
す
る
う
ち

に
、
次
第
に
中
学
生
達

の
表
情
も
和
ら
い
で
き

た
。実

技
体
験
は
基
本
教

練
や
救
急
法
を
体
験
し

九
月
十
五
日
、
平
成
二
十

八
年
度
新
隊
員
後
期
教
育
修

了
式
が
、
駐
屯
地
体
育
館
で

行
な
わ
れ
た
。

新
隊
員
四
十
六
名
は
、
約

三
ヶ
月
の
特
技
課
程
を
終
え
、

自
信
に
満
ち
た
表
情
で
来
賓

及
び
家
族
の
見
守
る
中
、
式

に
臨
ん
だ
。

執
行
者
の
第
三
○
七
施
設

隊
長

古
橋
二
佐
は
、
「
今

後
の
諸
君
ら
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
る
。
」
と
式
辞
を
述

べ
た
。
ま
た
、
来
賓
を
代
表

し
て
、
隊
友
会
古
河
支
部
長

内
藤
勝
義
様
か
ら
「
古
河
の

暑
い
地
に
も
負
け
ず
、
教
育

修
了
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
」
と
祝
辞
を
う
け
た
隊

員
達
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で

聞
き
い
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
人
事
発
令
通
知

が
伝
達
さ
れ
、
隊
員
一
人
一

人
の
名
前
と
配
属
先
が
告
げ

ら
れ
た
。

式
終
了
後
、
駐
屯
地
隊
員

食
堂
に
お
い
て
祝
賀
会
食
が

行
わ
れ
家
族
・
同
期
・
助
教

達
と
会
食
を
楽
し
ん
だ
。
ま

た
、
家
族
か
ら
は
「
逞
し
く

成
長
し
た
姿
に
感
動
し
て
い

ま
す
。
」
と
久
し
ぶ
り
に
再

会
し
た
我
が
子
の
姿
を
頼
も

し
そ
う
に
見
つ
め
な
が
ら
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
。

会
食
も
終
了
し
、
隊
舎
横

に
は
、
配
置
部
隊
先
か
ら
の

迎
え
の
車
両
が
並
び
、
出
発

ま
で
の
間
、
隊
員
達
は
お
世

話
に
な
っ
た
助
教
や
同
期
と

の
別
れ
を
惜
し
み
、
固
い
握

手
と
再
会
を
誓
い
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
配
置
部
隊
に
向
け
、

教
育
隊
を
巣
立
っ
て
行
っ
た
。

実技体験 基本教練

ブリーフィング

隊員による展示 記念撮影

た
。
始
め
は
戸
惑
っ
て
い

た
が
、
全
員
熱
心
に
取
り

組
み
、
短
時
間
の
う
ち
に

見
違
え
る
ほ
ど
上
達
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
達
か
ら

は
、
「
自
衛
隊
が
よ
り
身

近
な
職
業
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
」
「
昼
食
が
、
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

「
今
日
の
体
験
を
今
後
の

生
活
や
進
路
選
択
に
役
立

て
た
い
で
す
。
」
等
の
感

想
が
よ
せ
ら
れ
た
。

」

行

っ

概要説明視察状況

梱包状況



七
月
十
一
日
か
ら
二

十
一
日
の
間
、
営
繕
班

は
、
納
涼
大
会
の
電
気

配
線
作
業
を
実
施
し
た
。

駐
屯
各
部
隊
の
支
援

を
受
け
合
計
二
十
名
で

櫓
周
り
の
電
気
配
線
、

提
灯
取
り
付
け
、
雪
洞

へ
の
配
線
及
び
招
待
者

席
へ
の
照
明
設
備
な
ど

納
涼
大
会
の
要
で
あ
る

照
明
を
無
事
点
灯
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
会
の

成
功
に
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

八
月
一
日
か
ら
五
日
の
間
、

補
給
科
は
、
不
要
決
定
車
両
、

鉄
屑
・
廃
材
の
売
払
い
処
分

を
行
っ
た
。

各
Ｄ
Ｓ
整
備
工
場
・
野
積

庫
に
あ
っ
た
廃
材
は
、
約
八

十
八
㎥
あ
り
当
初
の
見
積
り

よ
り
二
十
㎥
多
く
、
廃
材
の

見
積
り
作
業
は
困
難
な
状
況

で
あ
っ
た
が
、
適
切
に
処
置

す
る
こ
と

が
出
来
た
。

今
後
は
、

適
切
な
見

積
作
業
及

び
経
費
削

減
の
た
め
、

各
部
隊
廃

材
の
分
別

に
協
力
さ

れ
た
い
。

（３） 平成２８年１０月１２日

ブリーフィング

職場見学

ストレッチャーの搭載・卸下訓練

不要決定車両等の売り払い

平
成
二
十
八
年
度

隊
戦
技
競
技
会

漕舟競技

平成２８年度総合優勝 架橋中隊 断郊走競技

九
月
一
日
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
中
に

施
設
戦
技
競
技
会
を
実
施
し
た
。

午
前
に
実
施
し
た
断
郊
走
競
技
に

お
い
て
は
灼
熱
の
中
、
選
手
一
同
、

力
走
し
各
組
と
も
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

た
。午

後
に
は
利
根
川
に
お
い
て
、
漕

舟
競
技
会
が
行
わ
れ
各
組
は
舟
長
の

采
配
に
よ
り
台
風
十
号
の
通
り
過
ぎ

た
増
水
中
の
河
川
を
攻
略
し
て
進
み
、

流
れ
の
強
い
水
流
に
向
か
い
選
手
全

員
の
呼
吸
を
一
致
さ
せ
全
身
全
霊
で

立
ち
向
か
っ
た
。

競
技
結
果
は
、
断
郊
走
は
架
橋
Ｂ

チ
ー
ム
が
、
漕
舟
は
架
橋
Ａ
チ
ー
ム

が
優
勝
し
施
設
戦
技
優
秀
中
隊
の
看

板
を
架
橋
中
隊
が
手
に
し
た
。
架
橋

中
隊
は
七
月
十
五
日
に
実
施
し
た
銃

剣
道
競
技
会
に
お
い
て
も
優
勝
を
し

て
お
り
、
今
年
度
の
架
橋
中
隊
は
二

枚
の
優
秀
看
板
を
奪
取
し
戦
技
総
合

優
秀
中
隊
の
称
号
を
手
に
入
れ
た
。

部品補給

処長現地視察受

家
族
の
日
（
駐
屯
地
納
涼
大
会
）

七
月
二
十
日
、
駐
屯
地
納
涼
大
会
に
併
せ
、
「
家
族

の
日
」
を
実
施
し
た
。

当
日
は
、
隊
員
家
族
計
四
十
七
名
が
参
加
し
、
支
処

の
概
要
や
人
事
施
策
等
に
つ
い
て
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
た
後
、
各
職
場
を
案
内
し
た
。
そ
の
後
、
参

加
家
族
は
、
隊
員
と
合
流
し
て
、
駐
屯
地
納
涼
大
会
に

参
加
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
盆
踊
り
・
花
火
等
、
楽
し

い
一
時
を
過
ご
し
た
。

富
士
総
合
火
力
演
習
支
援

期
間
中
、
駐
屯
地
に
お
い
て
古
河
支
援
班
を
編
成
す

る
と
と
も
に
、
富
士
地
区
へ
富
士
派
遣
隊
施
設
班
を
派

遣
し
支
援
態
勢
を
確
立
、
部
隊
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、

計
六
回
の
輸
送
を
含
む
、
三
十
三
品
目
三
百
十
九
点
の

部
品
補
給
を
実
施
し
、
富
士
総
合
火
力
演
習
の
成
功
に

寄
与
し
た
。

現
地
の
隊
員
は
、
処
長
及
び
支
処
長
の
激
励
を
受
け
、

士
気
高
ら
か
に
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

八
月
十
四
日
か
ら
二
十
八
日
の
間
、
富
士
総
合
火
力

演
習
を
支
援
し
た
。

納涼大会照明設備

調理実習支援

八
月
十
八
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
糧
食
班

は
、
国
際
学
院
埼
玉
短
期

大
学
の
学
生
二
名
の
調
理

実
習
を
支
援
し
た
。

こ
の
間
、
調
理
や
配
食

の
自
習
の
ほ
か
、
月
間
の

献
立
や
栄
養
紹
介
資
料
を

作
成
し
、
十
月
ま
た
は
十

一
月
に
は
実
際
の
献
立
や

食
堂
の
卓
上
の
資
料
に
反

映
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

調理実習

点灯した櫓

鉄屑・廃材処分

訓練状況

七
月
六
日
、
衛

生
科
は
、
Ｊ
Ｘ
Ｒ

に
お
い
て
ス
ト

ッ
チ
ャ
ー
（
担
架

の
取
り
扱
い
要
領

及
び
救
急
車
へ
の

搭
載
卸
下
訓
練
を

実
施
し
、
患
者
発

生
時
の
即
応
態
勢

の
維
持
・
向
上
を

図
っ
た
。

レ)



各
部
隊
等
に
、
新
隊
員

二
十
八
名
が
配
属
さ
れ
た
。

（
部
隊
記

事
で
紹
介

さ
れ
た
隊

員
除
く
。)

（４） 平成２８年１０月１２日

種市２士 田子１士 山道を駆け登る選手

負傷者空輸する隊員

道路拡幅工事

嶋田３曹

七
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で

の
間
、
自
衛
隊
統
合
防
災
演

習
に
参
加
し
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
発
生
時
に
お
け
る
対
処

計
画
の
検
証
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
本
演
習
を
通
じ
震

災
対
処
時
に
お
け
る
初
動
を

重
視
し
た
有
機
的
な
指
揮
幕

僚
活
動
能
力
の
向
上
を
図
っ

た
。

八
月
九
日
、
古
河

駐
屯
地
に
お
い
て
、

大
隊
持
続
走
競
技
会

を
実
施
し
て
、
体
力

気
力
の
向
上
を
促
す

と
と
も
に
、
部
隊
の

団
結
の
強
化
及
び
士

気
の
高
揚
を
図
り
、

強
靭
な
大
隊
の
一
助

と
し
た
。

優勝中隊

中隊研修

九
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
の
間
、
関
山
演
習
場

に
お
い
て
、
中
隊
長
以
下
五
十
六
名
が
、
「
作
戦

基
本
部
隊
の
後
方
地
域
に
お
い
て
、
全
般
支
援
に

任
ず
る
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
の
行
動
」
に
つ
い
て
訓

練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

中
隊
は
、
中
隊
長
要
望
事
項
「
思
い
や
り
を
持

て
」
、
「
ベ
ス
ト
を
尽
く
せ
」
の
も
と
、
機
械
力

の
最
大
限
の
活
用
に
よ
り
、
機
動
路
の
拡
幅
工
事
、

人
力
に
よ
る
道
路
閉
塞
作
業
及
び
古
河
駐
屯
地
か

ら
高
田
駐
屯
地
ま
で
の
物
資
輸
送
の
任
務
を
無
事

故
で
完
遂
し
、
『
優
良
』
の
評
価
を
得
る
事
が
出

来
た
。

八
月
七
日
、
第
四
十
一
回

秩
父
宮
記
念
富
士
登
山
駅
伝

競
走
大
会
に
参
加
し
た
。
中

隊
か
ら
は
、
岩
崎
二
曹
が
第

四
区
・
八
区
、
山
崎
士
長
が

第
六
区
走
者
と
し
て
出
場
し
、

群
の
良
好
な
成
果
獲
得
に
貢

献
し
た
。
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
走
り
続
け
た
選
手
達
は
、

来
年
度
の
大
会
に
向
け
更
な

る
努
力
を
追
求
し
、
飛
躍
を

誓
っ
た
。

九
月
十
四
日
、
新
た
な
戦

力
と
な
る
新
隊
員
二
名
が
着

隊
し
た
。
期
待
に
満
ち
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
は
あ
っ
た

が
、
諸
先
輩
の
話
を
よ
く
聞

き
、
決
意
表
明
に
お
い
て
確

固
た
る
意
志
を
感
じ
さ
せ
る

姿
は
、
今
後
の
成
長
・
活
躍

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。
こ

れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

任
務
達
成
の
た
め
、
日
々
邁

進
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

九
月
十
六
日
、
新
配
置

隊
員
と
し
て
中
山
璃
穂
二

士
が
古
河
派
遣
隊
に
配
置

さ
れ
た
。

中
山
二
士
は
、
霞
ヶ
浦

駐
屯
地
に
て
配
置
前
教
育

を
受
け
て
お
り
、
派
遣
隊

着
隊
後
は
搬
送
手
と
し
て
、

勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

中
山
二
士
が
一
日
で
も

早
く
部
隊
で
の
勤
務
に
慣

れ
る
よ
う
、
派
遣
隊
一
同

応
援
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

八
月
二
十
六
日
か
ら
三

十
日
の
間
、
第
二
回
群
・

大
隊
統
一
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。

訓
練
間
、
隊
員
達
は
回

線
構
成
、
無
線
訓
練
、
通

信
所
及
び
施
設
の
警
備
訓

練
等
を
行
い
、
有
事
へ
の

備
え
を
万
全
と
す
べ
く

各
々
熱
意
を
も
っ
て
訓
練

に
励
ん
だ
。

ま
た
、
中
隊
長
に
よ
る

現
場
指
導
も
行
わ
れ
、
中

隊
長
自
ら
派
遣
隊
の
訓
練

の
練
度
を
確
認
し
、
隊
員

た
ち
を
激
励
し
た
。

中隊長による
現場指導

中山２士

器
材
隊

村上１士

Ｄ
Ｓ

支
処

小林２士 磯山１士

ダ
ン
プ

西川２士

内山２士

田口２士

中村２士 安田２士 谷合２士 木村１士

小林２士矢島２士 管１士

団
付

藤波２士

濱野２士

腰越２士

黒澤２士

新井田２士

小林２士 岡村１士
松岡２士

牧野２士

渡来２士

九
月
五
日
、
平
成
二

十
八
年
度
第
二
回
体
力

検
定
を
実
施
し
た
。

第
１
回
目
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
隊
員
や
霞

八
月
一
日
付
、
定
期
異

動
で
嶋
田
三
曹
が
、
九
月

五
日
付
で
新
た
に
、
小
林

二
士
、
小
島
二
士
、
岡
村

一
士
、
杉
山
二
士
が
配
属

さ
れ
た
。

小島２士 杉山２士

第２回体力検定

ヶ
浦
派
遣
隊
員
、
新
隊

員
が
参
加
し
、
各
人
が

普
段
の
練
成
の
成
果
を

発
揮
し
た
。


